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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

Ⅴ アウトカム項目

事業所は相鉄線「天王町」駅から徒歩４分の幹線道路に面した６階建てビルの４階
と５階にあります。３階には同一法人が運営する小規模多機能型居宅介護事業所が
あります。事業所は両階ともに同じレイアウトのワンフロアタイプです。すべての
居室がリビングから見通せます。
＜優れている点＞
利用者一人ひとりが穏やかで明るい表情です。「諦めない介護｣と「幸せになれる
介護」を目指し、職員はてきぱきと活動しています。朝のミーティングでは「一言
トーク」を全員が発言し、感動した場面や言葉、気になる状況などをプラス思考で
発表しています。この場面から職員は仕事モードに切り替わっています。利用者の
日常生活をホームで実現するとして、生活様式は自然で自由です。自由な行動を職
員はしっかりと見守り、互いが仲間意識を持てるよう活動を共にすることで自立を
促しています。利用者が職員のミーティングに参加したり、他階へ出向いたり、公
園での共同美化活動をしたり、趣味活動などもあります。併せてケアプランにも日
常活動の動機づけと活動の目的を明確化して記しています。
＜工夫点＞
「グループホーム年間行事予定のお知らせ」兼同意書を作成し、家族に手渡してい
ます。年度の主たる行事（外出行事や趣味活動）について個々の内容と予算額の記
載をし、行事への参加・不参加を表明できるように工夫をしています。

朝のラジオ体操から始まり、掃除に食器洗い、洗濯干し等を出来ることはやって頂
き、メリハリのある生活をしていただいております。週一回の食事レクは、共に献立
を考え買い物に行き、切る・焼く・揚げ・盛り付けをやっていただき、喜ばれており
ます。お花見・花火大会・外食等の行事を行い、今年の５月は、ご利用者希望で、
ディズニーシーへ行ってきました。地域の活動は、積極的に参加し、町内の公園に花
の苗を植え、日々、散歩を兼ねて水やりをし美化活動をしております。クラブ活動
は、ボランティアさんによるコーラス・フラワーアレンジメントを行い、市民プラザ
への発表会も予定しております。俳句の会・カラオケ・園芸クラブも好評で、職員一
同、ご利用者の笑顔にいつも支えられております。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム　オーシャン天王町

 ユニット名 ４F
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グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

運営推進会議で入居状況を報告し、紹
介等の話をもらうが、日頃からの連絡
等、協力関係をもう少し築く必要があ
る。

区役所の高齢障害支援課へは報告書の
持参や各種相談で訪れています。地域
包括支援センターにはホームの案内パ
ンフレットを置かせてもらっていま
す。今後は地域との関係づくりにも積
極的に助言を受けられる対応を検討し
ています。

自治会長・民生委員・包括・区の高齢
支援課・ご家族・ご利用者に参加して
いただき、２ヶ月に１回、運営推進会
議を実施。活動報告をし、助言・要望
をいただいている。その後、ミーティ
ング等で話し合い、サービスの向上に
努めている。

年６回の開催です。定例開催を決めて
各方面に周知し、開催の維持継続に努
めています。自治会長の助言から公園
での美化活動へと進めています。区役
所担当課と地域包括支援センターの同
席もあります。会議の内容は職員にも
報告しています。

開所時、町内、民生委員の方を招き、
食事会を開き、認知症についての理解
を深めていただいた。

　

自治会へ加入している。
町内の公園に花の苗を植え、日々の水
やり等の美化活動を行い地域参加して
いる。買い物、理美容等、地域店を利
用している。

岩間町自治会にホームとして加入して
います。自治会長の助言から公園の一
角を利用して花壇を作り、種蒔きから
花を育てています。花壇の手入れや育
てた花を見る為に外出をしています。
商店街にはみんなで決めたメニューの
食材を買いに出かけ、地域とのつなが
りに努めています。

　

「人々を幸せにできる介護」等の理念
を各フロアー、休憩室、事務所に掲示
している。
又、ミーティング時に説明し実践を促
している。

法人の経営理念をホーム理念として掲
げています。掲示した理念から日々の
ミーティングで実施するのは「朝の一
言トーク」です。諦めない介護、やる
気は行動しなければ生まれないなどの
具体的実践ルールに集約して、支援に
つなげています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

株式会社フィールズ



グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

面会時に、必ず近況報告を行い、家族
の意見を伺っている。
また、運営推進会議では、決まった利
用者・家族だけでなく、いろいろな方
がに出席でき、意見が反映出来るよう
にしている。

家族の意見は面会時の対応者が聞き取
るほか、今後は担当制による担当者が
取りまとめるなど分散と集中化を計画
しています。運営推進会議では、会議
室の広さに制限がありますが、他の利
用者意見を聞く機会づくりのために
も、複数出席を促すなどの工夫をして
います。

契約時、本人・家族と読み合わせを行
い、説明を充分に行っている。また、
質問された内容においても、理解でき
るよう図っている。

開所時の研修にて取り入れ、共有し
た。今回の外部評価で職員からの質問
が多く、勉強会にて研修を実施。内容
が理解できない職員に対し、適宜関連
事項について伝えている。

ユニットで統一したケアーを行う。
言葉の暴力等も虐待につながる事もあ
るとユニット会議で意識統一出来る場
を作っている。

拘束しないケアーをおこなっている
が、危機管理上、止む負えない場合、
ご家族の了解を得て、行う場合あり。
玄関の施錠は、設備上カードセンサー
になっている。

やむを得ず身体拘束をする際は家族へ
の説明を行い、同意書を作成していま
す。経過観察記録、身体拘束チェック
シートも作成しています。安全管理を
優先して、玄関は常時施錠をしていま
す。家族の了解を得て感圧式の動作
マットを居室に置く場合もあります。

株式会社フィールズ



グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

利用前に本人に会いに行き、事業所に
ついての説明を行い、ホームを見学し
ていただいて、雰囲気を味わっていた
だき、要望等を伺うようにしている。

市・区主催の連絡会や研修に参加し、
交流や情報交換に努め、業務に反映出
来るようにしている。

社外研修の機会を設けている。また、
本年度より、月１回の勉強会を設け、
仕事上での不安解消やスキルアップを
目指している。

家庭の都合を配慮し、シフトを組むよ
うにしている。モチベーションアップ
につながるよう声掛けをし、職場での
悩み等、解消できるよう話し合いの場
を設けている。

ミーティング時にでた、意見・提案を
聞き、反映できるように努めている。
また、ホームの思いを説明している。

外部評価の自己評価は職員全員が参加
をしてまとめています。日常業務の改
善もみんなで話し合い、取り組みを進
めています。ホーム運営や予算に関わ
る案件は管理者経由で法人に届くシス
テムです。内外の研修開催や参加にも
職員意見を取り入れ反映しています。

株式会社フィールズ



グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

手紙・電話等のやり取りは継続されて
いる。
また、友人の面会等は随時受け入れて
いる。

家族の了解する範囲内で昔の友人と電
話や手紙を交換する方もいます。以前
からの交際仲間とコーラスをしたり、
社交ダンスを外部で習う方もいます。
友人･知人の面会も家族の了解を得て随
時支援をしています。職員の目線は積
極的見守りです。

面会時に、家族に近況報告を行い、家
族と共に支援していることを伝え良い
関係が築けるようにしている。

生活を共にする家族として、日常生活
での清掃、洗濯、買い物、調理等、そ
れぞれの得意分野を生かして頂き、時
には、教えてもらい協力し支え合うこ
とで築いている。

入居、または在宅生活の継続か幅広い
選択肢の中から検討をし本人に合った
サービスを提供している。

これまでの生活経歴や困っていること
などを伺い、家族の要望に添えられる
よう図り、良い関係が築けるよう努力
をしていく。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

心身の状態を日々把握し、その都度、
状況を共有するようにしている。

家族からの聞き取りと、本人からの会
話から出た情報を記録して、支援に役
立てている。

わがままが言えるホームを目指してい
るので、出来る限り実現出来るよう努
めている。

相談受付時に基本情報を作成し、本人
の意向や家族の希望を聞き取ったり、
日常支援の中の何気ない会話などから
も更新しています。利用者の思いや希
望をホームでは「わがままの実現」化
として利用者の担当制度を計画し、採
用しています。

契約終了後も必要な情報を提供し、支
援することもある。家族からの電話で
の相談も受けている。

利用者同士が気軽に話せるよう配慮し
ている。
ユニットを超えての交流の場を設け環
境づくりを図っている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

往診・受診等、本人及び家族の希望に
応じた医療機関において、適切な医療
を受けられるようにしている。

入所前のかかりつけ医の継続もありま
すが、基本的には家族承認の事業所の
提携医が２４時間対応しています。緊
急時の受入れ医院や、総合病院（横浜
保土ヶ谷中央病院）との連携もできて
います。

地域の一員としての存在を確立出来る
よう努めている。
町内にある公園の花植えをして美化活
動に参加している。

状況に応じて、通院の対応や震災時の
帰宅困難の家族の宿泊を受け入れたこ
とがある。

業務日誌・個人記録と共に、本人の体
調や心の動きを把握し、必要に応じて
介護計画の見直しをしている。

月１回のカンファレンス、必要に応じ
ての担当者会議を取り入れ、それぞれ
の意見を聞き、ケアに反映させてる。

「日常生活をホームで実現していく」
ことを介護計画の基本として、ケアプ
ランには日常の具体的事項を盛り込ん
でいます。支援に際しては「まずやろ
う！」とプラス思考で取り組み、会議
や計画の評価ではみんなが意見を交換
し合って、次の支援に繋いでいます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

消防署の指導の下、座学での訓練は実
施したが、実際の避難訓練として、余
暇支援のプログラムとして、月１回導
入していく。近隣の方への参加も促し
ていく。

ホームは鉄筋コンクリートビル内にあ
り、スプリンクラーを完備してあり、
地震の時は退避せずに室内で救援を待
つ方針です。１０日間分の食料の備蓄
があり、地域住民の受入れも検討して
います。火災については消防署の指導
を受け、訓練計画を立てています。

厨房は電化設備です。ビル他
階からの火災を想定した実践
的な（夜間プログラムなど
の）避難訓練の実施も今後に
期待されます。

急変時の対応は、フローチャート・マ
ニュアルを各フロアー設置してる。
避難訓練の際、応急手当のレクチャー
があったが、日頃の訓練が必要と、余
暇支援のプログラムとして、月１回導
入していく。

今までに対応の事例はないが、早い段
階で、協力医・家族・職員と話し合い
お互いが理解をし、チームで支援出来
るよう取り組んでいきたい。

重度化した時のマニュアルを職員が直
ぐ手の届く場所に常備しています。終
末期への本格的な体制作りはこれから
ですが、職員がその場面に直面した場
合の心構えとして「自分が選ばれた」
という考え方を全員に徹底し、取り組
む姿勢でいます。

勉強会、研修会の中で具体的
な事例を挙げるなど、さらな
る学びや技術の取得も期待さ
れます。

入退院時は、ケアマネージャー、チー
フ、副ホーム長、ホーム長のいずれか
が立ち会い、得た情報を共有してより
良い生活が出来るようにする。

適宜、職員は看護師に情報を伝え相談
しているが、常勤ではないので、不在
の場合は、協力医に電話にて相談して
いる。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

利用者に献立をたててもらい、買い
物、調理をしてもらい週一回の食事レ
クを行っている。普段も片づけなどは
行ってる。

主食の選択など一人ひとりの好みに出
来る限り応えるよう支援しています。
週１回の食事レクは、献立や食材の購
入、下ごしらえや調理に利用者が主役
となって参加し、一緒に食事作りをし
ています。作業を通じて仲間作りにも
役立てる工夫をしています。

理美容は、その方の希望により、近隣
の店か、訪問に来てもらっている。
化粧する方は、継続できるよう支援し
ている。

その方のペースを尊重し、またその方
が楽しめるように支援している。

必要に応じ、選択肢を用意して、意思
表示・自己決定がしやすいように働き
かけている。

人生の先輩であることを心にとめて接
している。対応できていない職員に
は、随時注意をし対応出来るよう促し
ている。

利用者に頼み事をしたり、要求を断っ
たりする時は、必ずその理由を丁寧に
説明することを徹底しています。名前
の呼び方は一律ではなく、一人ひとり
の気持ちや家族との相談で決め、人格
を尊重した声かけや対応をしていま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

入浴できる日は、回数、時間にこだわ
らず入浴をしてもらっている。

風呂は毎日でも入れます。入浴を嫌が
る利用者には「風呂に入る」という言
葉を使わずに誘導する工夫をしていま
す。本音を聞けるので、入浴介助時の
会話を大切にし、支援活動に活用して
います。

水分摂取量を強化したり、お通じに良
い食材をなるべく摂るようにしてい
る。

個々の排泄パターンを把握している。
体調によっては、２４Hシートで統計を
とり、失敗・失禁がないように支援し
ている。

２４時間シートの記録を参考に、タイ
ミングを見てトイレに誘導をしていま
す。夜間のオムツ交換は、睡眠中には
行なっていません。予定時間よりも睡
眠を優先しています。また、医師の診
断により失禁をしない筋力の鍛錬にも
努め、排泄の自立に向けた支援をして
います。

毎食後、口腔ケアーを行っている。ま
た、みがき残しがないように介助をし
清潔保持に努めている。

栄養摂取・水分確保を把握し定時にこ
だわらず、個々の習慣等にあった提供
を行っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

日常の買い物は、自身の財布からやり
取りする方や、お金を渡し、おつりを
もらう方や、それぞれに対応してい
る。

外出の機会を多く取り入れ、日常的に
戸外に出かけられるよう支援してい
る。

「やる気は行動から」というホーム方
針で、ケアプランにも外出を多く取り
入れています。区の公園の花畑の手入
れや駅前商店街への買い物、地域の祭
りや催事など、単なる散歩ではなく目
的を持った外出が特徴的です。

可能な限り、自身でできることはやっ
てもらい、趣味・希望を取り入れ、張
りのある生活が送れるよう支援してい
る。

服薬状況を把握し、変更があった場合
は、周知徹底に努めている。

その方のパターンに応じた安眠・休息
をされている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

必要に応じ、名札や案内の工夫をし、
安全かつ自立した生活ができるよう配
慮している。

なじみの生活用品を置くことで、安心
できる環境づくりになっている。

ベッドや家具のレイアウトは、利用者
の好みを出来る限り取り入れていま
す。希望に合せて、ベッドではなく
マットを床に置き使用する方もいま
す。寝具は夏掛け以外は貸与なので、
日常のリネン交換は週１回、季節ごと
の交換もホームが行っています。

廊下やフロアーに何種類かのイスを置
き個別に過ごせる工夫をしている。

フロアーには、季節を感じる、手作り
のカレンダーを飾っている。
ベランダには、旬の花や野菜を利用者
と共に育てている。

食卓の椅子は着席、離席がしやすいよ
うに回転式を採用しています。リビン
グや廊下には高さや形の異なる椅子や
ソファーを置き、一人ひとりが気に
入った場所でくつろげるよう工夫して
います。リビングには手の込んだ張絵
風の共同制作カレンダーを飾っていま
す。

プライバシーに配慮し、電話や手紙の
やりとりが出来るようになっている。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 10

ご利用者の統一した介護ができていな
い。

現在、行っているケースカンファレン
スで対応および介助を統一し、情報を
共有する。

ご利用者の情報を周知し、職員の誰も
が答えられるようにする。また柔軟に
ミニカンファレンスを開き、情報を共
有し。3日間、朝礼時に申し送る。

3ヶ月

2

感染予防のための環境整備 トイレ使用後の手洗いができないご利
用者に手洗いの徹底。
陰部をきれいに保てるようにする。
個人のタンス内の環境整備

トイレ使用後、手洗いの誘導をし見守
る。
入浴日以外は陰部洗浄をする。
居室清掃時、タンス内の環境整備をす
る。

6ヶ月

3 13

夜間想定の避難訓練 夜間想定で、近隣の方の協力を得て訓
練を行う。

運営推進会議の取り組みに入れ、地域
の方に協力をおねがいする。

6ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成26年度
目標達成計画

事業所名　オーシャン天王町 グループホーム４Ｆ

作成日：　平成　26年　　9　月　　26　日

【目標達成計画】　



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

 事業所名 グループホーム　オーシャン天王町

 ユニット名 ５F

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

株式会社フィールズ



グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

私たちの理念である、心のこもった介
護、幸せになれる介護を、スタッフで
共有し、個々に合ったサービスの提供
をする為、問題が発生した際、速やか
にカンファレンスを行うよう指導して
いる。

地域の方を交えてバザーを行い、利用
者様、自ら販売、声掛けをし、地域の
方と触れ合い、認知症の方の理解、支
援に繋がる様働きかけている。

　

日々の生活の中で、余暇支援の一つと
して散歩や買い物に行き地域の方との
交流を図っている。
地域の公園、花壇のスペースを提供し
て頂いており、水あげを定期的に行く
等関わりを持っている。

　

介護認定の手続きの際、又定期的に
挨拶に行き、積極的に情報等を頂ける
様に取り組んでいる。

２か月に一度、運営会議を開催し、町
内会長、地域包括支援センターの方、
ご家族様も参加をして頂き、日々の活
動報告、支援の現状報告をしご意見を
活かし向上に繋げている。
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グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

不適切行為を感じた際(言葉づかいが悪
い時等も)その都度、指導をしている。

身体拘束について、会議等で話し合い
をし、具体的内容の指導をしている。
転倒リスク等ある利用者様について、
事故が起きる前にカンファレンスをひ
らき見守り対応について、検討をして
いる。

契約の際は読み合わせを行い、ご家族
様の心配事や不安な点を確認し利用料
金の説明、その他、十分説明をして、
ご理解納得をして頂く様に気を付けて
いる。

日々の生活支援の中で、可能な限り自
立支援を行う様、指導している。　成
年後見制度については、今後、勉強会
で行って行く。

運営推進会議に一部の家族であるが、
参加をして頂き、意見等頂く機会を設
けている。運営に反映させて頂いてい
る。
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グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

月一度の会議にて、意見交換をして改
善する様に取り組んでいる。

個々に合った指導や喀痰吸引等外部研
修も取り入れ職員を育てるトレーニン
グをしている。

利用者様の支援の中で、観察をし職員
の努力、実績の把握、勤務状況を把握
し、時間外に於いて、各自、申請をす
る様にしている。職場環境の整備は
気が付いた事は、早めに改善する様に
気を付けている。

アセスメンの中で、出来るだけこまか
く情報を聞き取り、職員間で話し合い
ご本人に安心して頂ける様、一人ひと
りに合った支援をする事で良い関係づ
くりが出来る様に努めている。

他のグループホームの職員の見学もあ
り、今後更に交換研修等も予定を立て
ネットワークを広げて行きたい。
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グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

契約前に本人家族の聞き取りを行い事
業所として出来る事をスタッフと話し
合い提供している。

見学に来た際、困っている事や不安な
事、傾聴をし、良い関係づくりに努め
ている。

ご本人とご家族の絆を大切にし心配事
や不安に思っている事等、状況に合わ
せ必要に応じ報告をして安心に繋げて
いる。

本人と利用者様間でコミュニションが
取れる様間に入りこちらから話題を提
供している。ご本人の好きな事や嫌な
事を把握をして、楽しく暮らせる様
に気を付けている。

家族から友人の面会の話がある時は、
気軽に来て頂く様にしている。
好きな場所へ外出をする様に計画を立
て出掛けられる様にしている。
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グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

一人ひとりの性格の把握をし、観察の
中で、少しでも関わりが持てる様に支
援をしている。

一人ひとりの思い希望、意向の把握を
し困難な場合、その方に一番良い方法
等考え、検討をしている。

サービス利用の時から信頼関係を築き
その後を相談が気軽にして頂ける様心
掛けている。

今までの過ごし方等を把握し、その時
に合った対応をしている。

サービス利用開始時に話を来聞いて把
握をし、その後も会話の中で情報収集
をしている。
触れてはいけない事も、皆で把握をし
て気を付けている。
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グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

５Ｗ１Ｈ基本に記録をして、個人ファ
イルに記録をして、職員間で情報の共
有をし、問題点に関して、カンファレ
ンスを行う等、見直しに役立ててい
る。

日々の生活の中で、課題とケアーにつ
いてカンファレンスを開き、現状に
合った支援が出来る様に介護企画を作
成している。

地域、区役所等で相談出来る様お知ら
せしている。

ご家族様来訪時に予定や希望を伺い対
応している。

月２回往診ドクターが来所されその時
の経過報告をし、適切な指示を受けて
いる。
ご家族の希望に添って適切な医療を受
けれる様に対応している。
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グループホーム「オーシャン天王町」

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

看護師に現状報告を、又往診記録等
共有して適切な対応が出来る様にして
いる。

体調に変化が合った際、ご家族様に連
絡を取り報告をしている。今後の対応
についても話し合いをしている。

入退院時、病院との情報交換や相談を
し退院後、良い支援が出来る様努めて
いる。

消防との連携を図り火災時の対応等の
確認をしている。
運営推進会議にて、取り上げ地域の方
と話し合い、意見を頂いている。

救急要請時、対応のマニュアルを作成
し個々に対応が出来る様にしている。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

ご本人の思いや希望を大切に、出来る
限り希望に添える様に努めている。

一人ひとりの個性を把握し、さりげな
い声掛けを行っている。

理美容は、その方の希望により、近隣
の店か、訪問に来てもらっている。
化粧する方は、継続できるよう支援し
ている。

その方のペースを尊重し、またその方
が楽しめるように支援している。

利用者に献立をたててもらい、買い
物、調理をしてもらい週一回の食事レ
クを行っている。普段も片づけなどは
行ってる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

栄養摂取・水分確保を把握し定時にこ
だわらず、個々の習慣等にあった提供
を行っている。

個々の排泄パターンを把握している。
体調によっては、２４Hシートで統計を
とり、失敗・失禁がないように支援し
ている。

毎食後、口腔ケアーを行っている。ま
た、みがき残しがないように介助をし
清潔保持に努めている。

入浴できる日は、回数、時間にこだわ
らず入浴をしてもらっている。

水分摂取量を強化したり、お通じに良
い食材をなるべく摂るようにしてい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

服薬状況を把握し、変更があった場合
は、周知徹底に努めている。

その方のパターンに応じた安眠・休息
をされている。

外出の機会を多く取り入れ、日常的に
戸外に出かけられるよう支援してい
る。

可能な限り、自身でできることはやっ
てもらい、趣味・希望を取り入れ、張
りのある生活が送れるよう支援してい
る。

日常の買い物は、自身の財布からやり
取りする方や、お金を渡し、おつりを
もらう方や、それぞれに対応してい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

プライバシーに配慮し、電話や手紙の
やりとりが出来るようになっている。

フロアーには、季節を感じる、手作り
のカレンダーを飾っている。
ベランダには、旬の花や野菜を利用者
と共に育てている。

必要に応じ、名札や案内の工夫をし、
安全かつ自立した生活ができるよう配
慮している。

なじみの生活用品を置くことで、安心
できる環境づくりになっている。

廊下やフロアーに何種類かのイスを置
き個別に過ごせる工夫をしている。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 28

ご利用者の活動量を増やす余暇支援できない日
がある。

活動量を多くするため、プログラムを充実させ
る。

１０時～１１時　身体を動かす体操や歩行練習
を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　１
４時～１５時　ゲームや製作等を行う。　　散
歩等、外気にふれる機会を増やし、又室内でも
声掛けで余暇支援を誘導する。

３ヶ月

2 10

職員間の周知・徹底ができていないときがあ
る。

ご利用者の情報、家族へのレスポンスを職員全
体で、周知徹底する。

共有しなければいけない情報・送りは、朝の申
し送りで３日間、夜勤者が送る。　　　　　そ
の際、○／○～○／○まで送ると付箋をつけ
る。 1ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成26年度
目標達成計画

事業所名　オーシャン天王町グループホーム５F

作成日：　平成　２６年　　９月　　８日

【目標達成計画】　


